
 

 

日時  第 1 回  平成 27 年 4 月 23 日 （木 ）13：30～15：30   

第 2 回  平成 27 年 4 月 24 日 （金 ）15：30～17：30   

会場  中央合同庁舎第 4 号館 （農林水産省 ）  

1 219～1221 会議室  

参加者  1 20 社 ・団体 /158 名 （登録者数 2 回合計 ）     

議事次第  

1．  開会挨拶   

2．  平成 26 年度の取組の概要について   

3．  平成 27 年度の研究会 ・勉強会のテーマと進め方について  

（1）  全体運営  

（2）  FCP“つくる/みがく”活動 （研究会 ・勉強会活動 ）  

 ・消 費者対応  勉強会  

 ・工 場監査実証  研究会  

 ・国 際標準  勉強会  

 ・植 物工場  勉強会 （民間主体勉強会 ）  

（3）  FCP“ひろげる”活動 （普及戦略 ・普及活動全般 ）  

 ・地 域 ブランチ  

（4）  FCP“つながる”会議 （交流 ・活動拡大 ）  

4．  その他   

5．  意見交換   

説明会概要  

1．FCP の現状 と今後の方向性について  



FCP の基本的な考え方や食品企業を巡る状況 、FCP 活動の再確認 、

FCP で開発 した各種ツールの概要等について御説明 しました。（詳細につ

きましては、資料 1、4 を御参照下 さい。）  

 

2．平 成 26 年度のＦＣＰ活動振 り返 りについて  

平成 26 年度の活動振 り返 りとして、各研究会 ・勉強会の内容を御紹介

しました。（詳細に  つきましては、資料 2 を御参照下 さい。）  

 

3．平 成 27 年度の研究会 ・勉強会のテーマと進め方について  

 ( 1 )  平成 27 年度の研究会 ・勉強会のテーマについて平成 27 年度の研

究会 ・勉強会のテーマについては、情報共有ネットワーク参加企業 ・

団体の皆様からいただいた御意見 ・御要望を踏まえ以下のとおりとし

たことを御説明 しました。（活動内容及びスケジュール等の詳細につ

きましては、資料 3 を御参照下 さい。）  

①  FCP“つくる/みがく”活動 （研 究会 ・勉 強会活動全般 ）   

・  消費者対応勉強会 （農 林水産省主催 ）   

・  工場監査実証研究会 （農 林水産省主催 ）   

・   国際標準勉強会 （農林水産省主催 ）   

・   植物工場勉強会 （民間主催 ）   

②  FCP“ひろげる”活 動 （普 及戦略 ・普及活動全般 ）   

③  FCP“つながる”会 議 （交 流 ・活動拡大 ）   
 

 ( 2 )  参加申 し込みについて  

平成 27 年度研究会 ・勉強会の参加規約 、参加申 し込み方法及び

参加申込書の提出期限等の概要について御説明 しました。（詳細に

つきましては、資料 5 を御参照下 さい。）  

配布資料  
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平成2７年４⽉23⽇(⽊)、24⽇(⾦)

フード・コミュニケーション・プロジェクト
現状と今後の⽅向性

平成27年度ＦＣＰ活動説明会

⾷ 料 産 業 局 企 画 課 ⾷ 品 企 業 ⾏ 動 室
フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

資料１
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フード・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ）

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

○ ＦＣＰは、消費者の「⾷」に対する信頼を⾼めることを⽬的として、
農林⽔産省が提供するプラットフォームの下に⾷品関連事業者が主体的
に⾷品の安全や信頼確保のための取組を進めるプロジェクト。2008年6
⽉に⽴ち上げ。

○ ⾷品業者が消費者の信頼を確保するために取り組むべき事項や関連す
る情報を共有することで、⾷品業界全体の底上げを⽬指している。その
ために、評価軸の標準化や事業者の取組のレベルアップを図る教育ツー
ルを作成するための研究会等を開催する等の活動を事業者の参加の下で
展開している。

⽬ 標

中⼩事業者の底上げ！

消費者の信頼向上
⾷品安全の向上・⾷品事故の減少

企業コンプライアンスの向上
取引の活発化
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ＦＣＰ情報共有ネットワーク

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

⾷品関連事業者：1,735社/団体が参画
（平成27年3⽉末現在）
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FCPこれまでの歩み

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

年度 勉強会・研究会・会議 参加企業/
団体数

地域ブラン
チ開催県

20年度
企業⾏動の情報発信研究会

208
アセスメント研究会
地域活性化研究会

21年度
企業⾏動の情報発信研究会

527

岩⼿県
三重県
愛媛県

和歌⼭県

アセスメントの効率化研究会
地域活性化研究会

22年度

FCP普及・戦略研究会

939

⼤分県
アセスメント研究会
「消費者との対話のあり⽅」研究会
⼯場監査項⽬・共有化研究会
商品情報の効率的なやりとり研究会
企業⼒向上の場としてのマッチン
グ・商談会の活⽤に関する研究会

23年度

FCP普及・戦略研究会

1,244

栃⽊県
島根県
滋賀県
⼭梨県

アセスメント研究会
「消費者との対話のあり⽅」研究会
⼯場監査項⽬の標準化・共有化研究
会
商品情報の効率的なやりとり研究会
企業⼒向上の場としてのマッチン
グ・商談会の活⽤に関する研究会

年度 勉強会・研究会・会議 参加企業/
団体数

地域ブラン
チ開催県

24年度

FCP普及・戦略研究会

1,452

埼⽟県
岡⼭県
群⾺県
福井県

「⾷の信頼」標準化研究会
FCP企業⼒アップ研究会
消費者対話の活性化勉強会
品質監査に関する研究会
商品情報の効率的なやりとり研究会
「FCP展⽰会・商談会シート」の普
及に向けた勉強会

25年度

消費者普及システム研究会

1,632

品質監査に関する勉強会
輸出版FCP展⽰会・商談会シート研
究会
農場と⾷品事業者をつなぐ研究会
つながる会議
第１回⾷の信頼向上に⼥性の感性を活かす
第２回信頼のおける⾷品企業とは〜仕事と
⾃分の暮らし〜

26年度

企業⼒アップ研究会

1,708

⻘森県
国際標準に関する勉強会
つながる会議
第１回⼥性の視点を⽣かした⾷品の安全と
消費者の信頼確保の取組、課題解決
第２回地⽅中⼩事業者の⾷品安全向上、国
際的に⾒た⾷品安全の評価について
第３回未来の⾷品産業について考える 4
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アウトプット

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved. 5

20年度
協働の着眼点(第1版)
ベーシック１６

21年度 FCP共通工場監査項目（第1版）
FCPダイアログ・システム（第1版）

22年度

FCP展示会・商談会シート
展示会・商談会シート項目と着眼点との関連
「FCP展示会・商談会シート」の利用に関するＱ＆Ａ
FCP共通工場監査項目に関する要求水準及び監査手法 第1版
FCPダイアログ・システム 作業シートフォーマット

23年度

FCP展示会・商談会シート 作成のてびき

FCP展示会・商談会シート 作成のてびき 項目別補足シート

用途別・目的別 工場監査シート 自動作成ページ
FCP共通工場監査項目ファースト ステップ ガイド
FCP共通工場監査項目チェックリスト第1版
FCP商品情報の管理体制項目

24年度
FCP企業力アッププログラムI
FCP共通工場監査項目 指摘事例集（事例で学ぶ工場監査）～監査担当者が注
意を払う監査項目29項目と実際の監査シーンで見られる指摘事例集～

25年度
商談会シート(輸出日本語版、英語版、中国語版、韓国版)
輸出版商談会補足シート

26年度

ＦＣＰ企業力アッププログラムII
ＦＣＰ企業力アッププログラムII 支援者活用ガイド
ＦＣＰ企業力アッププログラムII 付属テキスト（①やってみようB16、②FCP工場監
査項目チェックリスト第2版）

ＦＣＰ共通工場監査項目に関する要求水準及び監査手法第2版
ＦＣＰ共通工場監査項目監査手順書

企
業
・
商
品
の
﹁
⾒
え
る
化
﹂
の
ツ
ー
ル
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⾷品企業を巡る状況

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

● 平成２６年度は、⾷品事故や異物混⼊による⾷品の不安感が⼤きく広がった。特
徴としては、異物混⼊等の問題が、新聞やテレビニュースといった⼀般メディアよ
り早く、SNSやツィッター等の新しいソーシャルメディアによって消費者から消費
者へと情報の伝達が広がった。

時期 概 要 関係法令

H26年
7⽉

中国⾷⾁加⼯会社で期限切れ鶏⾁を使⽤しているこ
とが明らかになり、ハンバーガーチェーンやコンビ
ニエンスストアが販売中⽌

ー

H26年
9⽉ 「しらす」にフグの稚⿂が混⼊し、回収 ⾷品衛⽣法

H26年
12⽉

インスタント⾷品への⾍混⼊が、SNSにより素早く
広がり、社会問題化 ー

H27年
1⽉

ハンバーガーチェーンにプラスチック⽚や⻭が混⼊、
社会問題化 ー

6
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⾷品表⽰や⾷品安全に係る制度も改正

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

時期 法律名 改正内容
H26年

３⽉
不当景品類及び
不当表⽰防⽌法
（景品表⽰法）

・事業者に表⽰是正などの措置を命じる権限を都道府県にも与
えるとともに、消費者庁が他の省庁に不当表⽰の調査を委任
できるようにする。

・表⽰等の適正化のため、事業者に必要な体制の整備を義務づ
ける。

H26年
10⽉

不当景品類及び
不当表⽰防⽌法
（課徴⾦制度導
⼊）

・不当な表⽰による顧客の誘引を防⽌するため、不当な表⽰を
⾏った事業者に対する課徴⾦制度を導⼊するとともに、被害
回復を促進する観点から返⾦による課徴⾦額の減額等の措置
を講ずる。

H27年
4⽉

⾷品表⽰法 ・加⼯⾷品と⽣鮮⾷品の区分の統⼀、製造所固有記号のルール
改善、アレルギー表⽰のルール改善、栄養成分表⽰の義務化、
栄養強調表⽰のルール改善、栄養機能⾷品のルール変更、原
材料名表⽰ルールの変更、販売の⽤に供する添加物の表⽰の
ルール改善、通知等に規定される表⽰ルールの⼀部を基準に
規定、表⽰レイアウトの改善、経過措置期間のそれぞれ11項
⽬が現⾏制度から変更され4⽉1⽇より施⾏された。

7
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ＦＣＰ活動

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

⼈材育成⽀援 標準化・共有化

地域ブランチ、６次産業化との連携等
FCPツールの普及・活⽤

FCPツールの作成

レベル
アップ

情報共有

取組の
「⾒える化」

ＦＣＰ参加事業者間の意⾒交換、
重要な課題に関する情報共有

8
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今年度の活動の考え⽅

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

標準化 ⾏動を広げる 活動の活性化

つくる／みがく
（研究会・勉強会活動）

ひろげる
（普及戦略・普及活動全

般）
つながる

（交流・活動拡⼤）

⼈材育成 標準化

⾷品
事業者

普及促進

国際的な
発信

地域
ブランチ

消費者
普及促進

FCP
つながる

会議

9
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memo

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved. 10
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フード・コミュニケーション・プロジェクト
平成26年度の取組の内容について

⾷ 料 産 業 局 企 画 課 ⾷ 品 企 業 ⾏ 動 室
フ ー ド ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト 事 務 局

平成27年度ＦＣＰ活動説明会

平成27年4⽉23⽇(⽊),24⽇(⾦)

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

資料２

1
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連携連携 ＦＣＰ情報共有ネットワーク参加企業・団体ＦＣＰ情報共有ネットワーク参加企業・団体

つくる/みがく
（研究会・勉強会活動）

ひろげる
（普及戦略・普及活動全般）

標準化

企業⼒アップ
研究会

品質監査に
関する分科会

⾷品事業者
普及促進

• 各種普及プロジェクト
• ６次産業化との連携

消費者
普及促進

• 各種イベントへの
出展

• 消費者対話 実施

国際的な
発信・連携

平成26年度 ＦＣＰ活動図

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

ＦＣＰ活動ＦＣＰ活動
・地⽅⾃治体
・⼤学等学術機関
・他省庁
・関連団体

農林⽔産省ＦＣＰ事務局

国際標準に
関する勉強会

• ⾷品製造
• 農業
• 物流保管

FCPつながる会議

毎回テーマを設定し、⾃由な意
⾒交換を⾏う場

⼈材育成

地域ブランチ

つながる
（交流・活動拡⼤）

2
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平成26年度 FCP研究会・勉強会活動

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

つながる
活動の拡⼤

つくる/みがく
⼈材育成

つくる/みがく
標準化

国際標準に関する勉強会

１

２

３

品質監査に関する分科会

企業⼒アッププログラムⅡの作成
・第1回H26.5.23
・第2回H26.6.18
・第3回H26.11.26
・第4回H27.1.23

FCP共通⼯場監査項⽬の⾒直し
・第1回H26.7.25
・第2回H26.9.26
・第3回H26.10.24

• 第1回H26.5.30(全体)
• 第2回H26.7.4(⾷品製造・認証制度)
• 第3回H26.8.1(GAP)
• 第4回H26.9.5(国際標準戦略検討会）
• 第5回H26.11.7（⾷品偽装防⽌の取組）
• 第6回H27.1.30（物流保管）

つながる会議
• 第1回H26.7.18
• 第2回H26.10.15
• 第3回H27.2.6

企業⼒アップ研究会

3
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企業⼒アップ研究会，品質監査に関する分科会

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

FCP企業⼒アッププログラムIIの作成

FCP共通⼯場監査項⽬要求⽔準と監査⼿法第2版の作成、
監査⼿順書作成

対象： ・消費者の信頼を確保するための取組内容を理解する食品事業者全般

目的： ・種々のFCPツールを事業活動の中でパッケージとして一括活用する

共通工場監査項
目：

・国際的な枠組みを意識し、HACCPを導入、「担当者の力量」や「文
書管理」についての項目を充実

監査手順書：

・セルフチェック、内部の監査、二者監査の場面での流れについて、項
目を追いながら確認できるよう作成
・ISO19011（品質及び/又は環境マネジメントシステム監査のための
指針）を参考

4
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Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

「企業⼒アップ研究会」「品質監査に関する分科会」
ディスカッションおよびアンケートまとめ

 気づきのツールとして、中⼩企業が活⽤できるツールであり、普及に向けて地
域ブランチでの活⽤を期待しています。

 どのような場⾯で使⽤するかが想定できていないので、次回は広めるための実
活動も必要ではないか。

 作成過程でFCPの基本的考え⽅、歴史、背景を理解することができて⾮常に良
かった。

 私ども中⼩企業にとっては⾮常に役⽴つ知識があり⼤いに勉強となった。

 監査を受ける中⼩企業が事前のセルフチェックとして使⽤には良いツールであ
り中⼩企業に普及させるべき。

 共通⼯場監査項⽬のレベルが上がり、国際的に通⽤するものとなった。どう
やって実践につなげるかが課題。

 FCP共通監査項⽬をベースに⾷品業界の監査を標準化していくことが望ましい
と考える。
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FCP国際標準に関する勉強会

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

 いくつか異なる種類の国際認証に取り組まれている企業さんからの報告が⽐較研
究という意味でもとても勉強になった

 標準の統⼀した認証スキーム及びガイドラインが必要
 フードチェーン全体の⾷品安全への取組において、⽇本の強みが世界において客

観的な評価を得にくい状況
 各分野の⾷品安全において、経営者の理解と従業員への教育が重要
 各分野の様々な事業者が⾷品安全を段階的に取組める仕組みが必要
 ⾷品安全の取組について、各省庁のさらなる連携を望む声あり
 短い時間でのグループ討議はなかなかかみ合わず、深めるのは難しいところがあ

った

取引先の⾷品安全管理の必要性が⾼まる中、取引における要求をどう考えるのか、
認証の現状をどう考えるのか、今後の戦略をどう考えるのか等について、情報共有
・意⾒交換

ディスカッションおよびアンケートまとめ

6



h t t p : / / w w w. fo o d - c o m m u n i c at i o n - p r o j e c t . j p /h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

ＦＣＰつながる会議

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

ディスカッションおよびアンケートまとめ

ＦＣＰに新しく加⼊された⽅々、新しく参加される⽅々向けに、情報共有・意⾒
交換し「顔の⾒える」交流・つながりを深め、お互い気付きを得、ひいては社内
での活動をしやすくするための場

第１回テーマ：「⼥性の視点を活かした⽇本の信頼向上の取組、課題解決」
７⽉18⽇（⾦）開催 参集範囲 ⼥性限定

第２回テーマ：「地⽅中⼩⾷品事業者の⾷品安全向上、国際的に⾒た⾷品安全評価」
10⽉15⽇（⽔）開催 参集範囲 地⽅⾃治体

第３回テーマ：「未来の⾷品産業について考える」
２⽉６⽇（⾦）開催 参集範囲 学⽣・⾷品企業⼊社５年まで

 他企業の⽅との交流は⾮常に有益であり、とくに他企業との交流経験のない若⼿
や⼥性にとってはすばらしい機会だと思う。

 ⾃分では当たり前と思っていたことが違う⽴場からはそうではないということに
気が付かされることも多いので、良い機会でした。

 ⼥性のつながる会議は参加していて勉強になるので、是⾮続けて欲しい。
7
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ＦＣＰ地域ブランチ（１４ブランチ）

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

岩⼿県

栃⽊県

⼭梨県

三重県

島根県

⼤分県 埼⽟県和歌⼭県

愛媛県

岡⼭県
26年度、⻘森ブランチ⽴ち上げ！

群⾺県

⻘森県滋賀県 福井県

地域独⾃の課題についてFCPの考え⽅やツールを活⽤して取り組み、地場の⾷品
産業の活性化につなげる
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平成26年度都道府県意⾒交換会でのポイント

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

 ⽣産者の個々のレベル、理解度の差がある
 ⾔われてやる感じが強い。⾃らやるという感じがない
 シートを作り終わればそれで終わる。次へのステップアップが遅いことが

課題、それぞれ次年度に向け反省点として改善していく

 参加者からはバイヤーを招いた会の時に現場のリアルな声が聞けて良かっ
た

 研修で学んだことを⽣かして、アグリフードEXPOに参加
 デザイナーマッチング会を開催。各デザイナーによるパッケージデザイン

についてのPRや、デザイン毎のブースに分かれてのデザイン相談等が、実
施できた

9
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消費者への普及促進 「⼦ども霞ヶ関⾒学デー」
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【実演：わかめの秘密を探ろう】 【クイズラリー】【企業展⽰】 【キャラクター集合】

イオンアグリ創造株式会社
株式会社イクスピアリ
株式会社ウエハラ
花王株式会社
キユーピー株式会社

昭和産業株式会社
東海漬物株式会社
有限会社⼗勝スロウフード
⽇清医療⾷品株式会社
株式会社⽇清製粉グループ本社

株式会社不⼆家
株式会社マスヤ
理研ビタミン株式会社
菱熱⼯業株式会社

⽇本製粉株式会社
⽇本海洋資源開発株式会社
⽇本⽔産株式会社
⽇本ハム・ソーセージ⼯業協同組合
ネスレ⽇本株式会社

⽇時 平成26年8⽉6⽇(⽔)・7⽇(⽊)
場所 展⽰・実演 農林⽔産省研修室(本館7階)
概要 FCP参加企業によるブース展⽰と、実演を実施。19社の企業・団体に参加

いただいた。2⽇間合計で629名の⼦ども達と保護者の⽅々に参加いただ
いた（農林⽔産省には2⽇間で4,771名が来場）

10
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地域でのＦＣＰ普及促進
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 「ＦＣＰ『ひろげる』活動」の⾷品事業者
への普及促進の⼀環として、ＦＣＰ地域ブ
ランチとは別に、県、市町村や銀⾏等が開
催する商談セミナー等においてＦＣＰの講
演を実施。 （全国14箇所）

開催日 開催地

1 H26.5.28 東京都

2 H26.6.10 山梨県

3 H26.9.12 秋田県

4 H26.11.4 中国四国農政局

5 H26.11.20 神奈川県相模原市

6 H26.12.1 東京都

7 H26.12.5 京都府

8 H26.12.18 岩手県

9 H27.1.7 山形県

10 H27.1.8 東京都大田区

11 H27.1.13 鹿児島県鹿屋市

12 H27.2.9 北海道八雲町

13 H27.2.16 東京都

14 H27.3.4 鳥取県

11
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国際的な情報発信
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GFSI（Global Food Safety Initiative）の会議において、ＦＣＰの取組を紹介

 平成26年10⽉30⽇（⽊）「Food Saftey Day Japan 2014」（品川）

・発表内容
〈官⺠協働がもたらす⾷品安全〉
「⾷品の国際標準戦略の展開⽅向」をテーマにFCPにおける

⽇本の⾷品製造・流通の標準会の取組を紹介

 平成27年３⽉３⽇（⽔）〜３⽉５⽇（⾦）「GFSI 世界⾷品安全会議」
（マレーシア クアラルンプール）
・発表内容
〈公共セクターとの協⼒ ⾷品安全に向けて共有する責任〉

地域の⽂化・環境に適合した取組を標準化していくための
⼿法として、FCPの取組を紹介
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参考資料

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved. 13

・平成27年2⽉25⽇ 農林⽔産省にて都道府県意⾒交換会を開催
・その際の各ブランチ担当者からの意⾒概要
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平成２７年２⽉２５⽇
都道府県意⾒交換会での各ブランチの主な意⾒ １

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

⻘森 ・6次産業化に取組み販路拡⼤を⽬指す⽣産者が増え、売込みスキルを学ぶ⽬的で⽴ち上げ
・⻘森の⽣産物を売込む⼈材の育成をメインとして活動
・他県での売込み研修を開催。商談会シートを記⼊しバイヤーとの実戦式の商談会を実施

栃⽊ ・フードバレー栃⽊の推進。⾷をテーマに地域経済の成⻑・発展、販路拡⼤が⽬標
・ＦＣＰを⾷品事業者、農業者に取り⼊れ、⾃⼰の⾒直しを実施し経営⼒の向上を狙う
・ＦＣＰの取組では、６次化をすすめている事業者に「ＦＣＰ展⽰会・商談会シート」の活

⽤をすすめており、県独⾃での展⽰会・商談会実施
・徐々に参加者の固定化が⽬⽴っているのが課題、ＦＣＰ活動を普及させる為にもセミナー

の開催などを活発にしていく予定

群⾺ ・｢企業⼒｣｢商品⼒｣｢コミュニケーション⼒｣のレベルアップを⽬標に活動
・昨年の研修会の少なさの反省を⽣かし、今年度は3回実施
・参加者からはバイヤーを招いた会の時に現場のリアルな声が聞けて良かった。衛⽣管理の

会の時には、ないがしろにしている⼯場が多かったので⾒直すとの声あり

埼⽟ ・⾷品事業者、農産物も野菜を中⼼に多く、加⼯品も直売所から卸、百貨店での販売も増え
たが品質管理が遅延

・改善策とＦＣＰの普及と併せて研修会を開催し商談会シートの作成、活⽤を進展
・研修での結果を出す為、模擬商談会の開催を多くしていく予定

＜参考資料＞都道府県意⾒交換会
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平成２７年２⽉２５⽇
都道府県意⾒交換会での各ブランチの主な意⾒ ２

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

三重 ・推進事業の展開として県内⾷品関係事業者を対象に、商品⼒・営業⼒を⾼めている
・商品⼒・営業⼒アップセミナーを開催
・「ＦＣＰ展⽰会・商談会シート」を活⽤した、個別相談を中⼼とした集中研修を開催
・銀⾏との連携で研修会を開催。模擬商談会にて商品の売り込み⽅、攻め⽅について学ぶ

滋賀 ・近江ブランドを県外、海外へも輸出するために販路拡⼤の取り組みに⼒を⼊れている
・ＦＣＰの取り組みは販路開拓に意欲的な⽣産者を中⼼に展開
・研究会を実施し、商談会シートの書き⽅、活⽤の仕⽅を説明し、今後の活⽤を推進
・模擬商談会などの研修会も開催
・研修で学んだ事を⽣かして、アグリフードＥＸＰＯに参加

和歌⼭ ・県内⽣産・製造業者の「企業⼒アップ」と「売れる商品づくり」のためにブランチ参加
・会社の「営業」･「製造」･「商品開発」それぞれの部⾨が持つ情報を相互活⽤。「情報の

⾒える化」がビジネスチャンスを拡げる
・コース別に分かれた研修を実施 商談会成約アップコース・・・営業⼒アップ

戦略的品質管理コース ・・・製造⼒アップ
・デザイナーマッチング会（オープン講座）を開催。各デザイナーによるパッケージデザイ

ンについてのＰＲや、デザイン毎のブースに分かれてのデザイン相談を実施
・セミナーの内容は、ＦＣＰの理念・ツールをベースにプログラムを作成

＜参考資料＞都道府県意⾒交換会
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平成２７年２⽉２５⽇
都道府県意⾒交換会での各ブランチの主な意⾒ ３

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

岡⼭ ・平成26年度より６次産業化サポートセンターを県が⽴ち上げ、機能をここに移⾏し活動
・平成26年度の取組

1.⽀援機関向けのセミナー
2.ＦＣＰ訴求ポイントデモ（６次化ビジネス塾、地域化フェアー）
3.シート活⽤（展⽰商談会、交流会）

・平成25年度の座学中⼼から活⽤へステップアップ

愛媛 ・地元商品の県内外への販売の為、販路拡⼤を計画。よりよい商談⽅法知る為に参加
・研修会を開き、ＦＣＰ商談会シートの作成、活⽤法を学ぶ
・バイヤーを呼んで疑似商談会の開催、商品の展⽰の仕⽅の説明会を実施

⼤分 ・⼤分ブランド確⽴のために「４つの基本施策」を平成26年度も継続
・「知恵を出し汗をかいてもうかる農林⽔産業・元気で魅⼒ある農村の実現」を⽬標
・ＦＣＰ活⽤で、⾃社製品のアピールポイントや品質管理体制について客観的に捉え、販路

拡⼤や衛⽣管理のステップアップにつなげられる内容で研修会を実施

＜参考資料＞都道府県意⾒交換会
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平成27年４⽉23⽇(⽊)、24⽇(⾦)

フード・コミュニケーション・プロジェクト

平成27年度の研究会・勉強会のテーマと進め⽅について

平成27年度ＦＣＰ活動説明会

⾷ 料 産 業 局 企 画 課 ⾷ 品 企 業 ⾏ 動 室
フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved. 1
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内 容

１．平成27年度のＦＣＰ活動について

２．ＦＣＰ“つくる/みがく”活動（研究会・勉強会活動全般）

（１）消費者対応勉強会

（２）⼯場監査実証研究会

（３）国際標準勉強会

（４）植物⼯場勉強会（⺠間主体研究会）

３．ＦＣＰ“ひろげる”活動（普及戦略・普及活動全般）

地域ブランチ

４．ＦＣＰつながる会議（交流・活動拡⼤）

５．その他
Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved. 2
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１.平成27年度のＦＣＰ活動について

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved. 3
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FCP活動に関するアンケートや成果報告会でのディスカッションより１

4Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

１．FCP活動のあり⽅について
・FCPが消費者に直接アプローチできる仕掛け作りが必要
・もっと知名度を上げて、研究会等の参加資格なども設定して絞り込むべき
・業界全体のレベルアップのため、FCPのような官⺠連携での取り組みは継続すべき
・農林⽔産省だけでなく、FCPの参加者の総意や個⼈の声の発信を期待したい
・⾷品事業者が抱える課題や共通の問題点について⾒える化に取り組んで欲しい

・消費者や外⾷・⼩売業の⽅に、FCP活動の意義を、もっと理解して頂きたい
・ＦＣＰの活動状況と有益性を会員企業に伝え、活動を促したい
・会社でも活動を普及したい。そのため、具体的な活動内容の発信の回数を増やして欲しい

２．ＦＣＰの普及についてやツールについて

３．研究会・勉強会について
＜開催場所及びスケジュールについて＞

・FCP勉強会・研究会について、地⽅からは参加できない企業もあり少なくてもよいので、地⽅でも
開催していただきたい
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FCP活動に関するアンケートや成果報告会でのディスカッションより２
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・消費者・メディアを交えた意⾒交換ができないか？
・対話（ダイアログ）システムを進化させるつもりは？
・消費者の不安を取り除くための情報発信の⽅法は？
・消費者の誤解（⾷品はゼロリスクであるべき、理解不⾜）教育不⾜をどうするか？

・⼯場監査シートの改定と普及活動に期待
・勤務先が中⼩企業相⼿ですのでFCP・企業⼒アッププログラムの内容は⼤変役に⽴つ
・各県の研修プログラムに取り⼊れてもらってはどうか？

＜消費者対応＞

＜企業⼒アップ、⼯場監査＞

・「未然防⽌、危機管理」に必要なマネジメントシステムの共通ストラクチャー、デザインの理解
・ＦＳＳＣの認証費⽤やＩＳＯの費⽤より安くできる新しい認証の仕組みについて議論できないか？

＜国際標準＞

・まだ地域ブランチが設置されていない都道府県へどう推進していくか？
・⾷品マネジメント認証のグローバル標準化勉強会での成果を普及・拡充させるブランチは作れるか？

＜広げる活動＞



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

⺠間主体勉強会

平成27年度 FCP研究会・勉強会活動

消費者の視点に⽴っ
た対応を学ぶ

• ⾷品製造 ・農業
• 流通 ・外⾷

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved. 6

中⼩企業向け教育
ツールの実証

 消費者対応勉強会

 ⼯場監査実証研究会

⼈材育成

つながる会議 • 業種横断的コミュニケーションについて
• FCPの基本⽅針・活動・普及⽅策について

つ
く
る
／
み
が
く

つ
な
が
る

 植物⼯場勉強会

 国際標準勉強会

標準化



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

連携連携 ＦＣＰ情報共有ネットワーク参加企業・団体ＦＣＰ情報共有ネットワーク参加企業・団体

つくる/みがく
（研究会・勉強会活動）

ひろげる
（普及戦略・普及活動全般）

⾷品事業者
普及促進

• 各種普及
プロジェクト

• ６次産業化
との連携

消費者
普及促進

• 各種イベント
への出展

• 消費者対話
実施

国際的な
発信・連携

平成27年度 ＦＣＰ活動図

ＦＣＰ活動
・地⽅⾃治体
・⼤学等学術機関
・他省庁
・関連団体

農林⽔産省ＦＣＰ事務局

国際標準
勉強会

FCPつながる会議

毎回テーマを設定し、⾃由な意
⾒交換を⾏う場

地域
ブランチ

つながる
（交流・活動拡⼤）

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved. 7

企業⼒アップ
実証研究会

消費者対応
勉強会

標準化⼈材育成

・セミナー
・グループワーク
・ネットワーキング

プラス
・事業者による実践
・消費者とのコミュニケーション

地域における 活動のひろがりをもっと

植物⼯場
勉強会



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

memo

8Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

２．FCP “つくる/みがく” 活動
（研究会・勉強会活動）

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved. 9



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

（１）消費者対応勉強会

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved. 10
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消費者対応勉強会 趣旨

11Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

近年も消費者が⾷品に不安を抱くような事案が起きているが、そ
れぞれの事案において現実を⾒据えた事業者の対応が求められて
たり、消費者や事業者間でコミュニケーションの仕⽅を⼯夫して
⾏くことが求められるケースも⾒られる。平成27年度のFCP勉強
会では、消費者の様々な⾷品不安に対する考え⽅や事業者の対応
策、実例を学び、消費者の視点に⽴った諸費者対応を学ぶことを
⽬的として、勉強会を⽴ち上げます。



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

消費者対応勉強会 内容

12Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

 消費者の視点に⽴った対応を学ぶために、現在何が起こっ
ているのか、どのようなコミュニケーションが必要か等、
情報収集や発信のありかたについて検討します。

 各界の専⾨の講師に講演をいただき、グループディスカッ
ションを実施します。



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

消費者対応勉強会 テーマ案①

13Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

【１】⾷品事故対応〜FDAと⽇本の事例に学ぶ〜

・⾷品事故の考え⽅に関し、⽶国FDAの⾷品事故対応を紹介。⽇本における⾷
品事故対応について考える。

【２】マスコミの考え⽅と企業対応

・⾷品会社の事件・事故の際の企業対応と報道についての事例を検証し、対応
のポイントを学ぶ。

【３】ソーシャルメディアへの対応

・近年、⾷品の異物混⼊などがLINEやツイッターなどSNSを介して、情報が拡
散する事例がある。

・ソーシャルメディアの特徴を学び、消費者⽬線での対応について検討する。



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

消費者対応勉強会 テーマ案②

14Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

【５】リスク管理

・⾷品以外の製品安全においても、事故のリスクをコントロールしている。製
品のリスクアセスメント（リスクの⾒える化（R-Map））や、製品のリスク
を低減する⽅策の基礎について解説いただき、参考にする。

・また、⾷品安全管理に関してはISO22000の内容、改訂の状況を学ぶ。

【４】トレーサビリティ

・トレーサビリティが実現することで、⾷品不安の解消や信頼の構築にどうつ
ながるのか、事例を元に解説いただき、どのようなトレーサビリティ対応が
あるのかを学ぶ。



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

消費者対応勉強会 スケジュール

15Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
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h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

（２）⼯場監査実証研究会

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved. 16



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

「⼯場監査実証研究会」の⽴ち上げの趣旨

17

 これまで企業⼒アッププログラムI、IIや⼯場監査項⽬というツールを企業の
実践できるレベルに応じて、あるいは時代背景に合わせて更新してきました。

 平成27年度から、FCP共通⼯場監査項⽬を中⼩事業者に実際に使⽤していただ
き成果を検証することを⽬的に、実証研究会を⽴ち上げます。

 まずは今年度、「監査担当者が注意を払う監査項⽬29項⽬」と昨年度に更新
したFCP共通⼯場監査項⽬第2版を⽤いて複数の企業で実施検証し、次年度に
企業⼒アッププログラムIIの実証につなげます。

１）今年度研究会の趣旨

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

「⼯場監査実証研究会」平成27年度の内容 １

18Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

 第１回 ⼯場実証監査（５〜６⽉頃）
⼯場監査実証研究会での実証監査を引き受けていただいた３つの事業者の⼯場にて、実施
検証を⾏います。FCP参加者は３つの班に分かれそれぞれの⼯場で実証監査を⾏い、現状
の確認を⾏います。

 第１回 ⼯場監査実証研究会（７⽉頃）
農林⽔産省本省でFCPメンバーと共に第1回の⼯場実証監査の状況を共有し、反省点や気
づきの点を検証します。この結果を第２回⼯場実証監査に活かします。

 第２回 ⼯場実証監査（１０〜１２⽉頃）
同じ３つの事業者の⼯場にて実施検証を⾏い、第1回の実証監査によって改善した点、変
化した点を中⼼に監査します。FCP参加者は３つの班に分かれてそれぞれの⼯場で改善策
ができているか実証監査を⾏います。

 第２回 ⼯場監査実証研究会（１⽉頃）
農林⽔産省本省でFCPメンバーと共に第2回⽬の⼯場実証監査の状況を共有し、FCP共通
⼯場監査項⽬を使⽤して監査を⾏うことにより事業者に成果があるかどうかの検証、⼯場
監査項⽬の修正点を抽出して項⽬の更新を⾏います。

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.
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「⼯場監査実証研究会」平成27年度の内容 ２

19Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

「監査担当者
が注意を払う
監査項⽬２９
項⽬」を⽤い
て、⼯場監査
を⾏います。

【A⼯場における⼯場実証監査】

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.
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「⼯場監査実証研究会」平成27年度の内容 ３

20Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

FCP共通⼯場監
査項⽬第2版の
基本的な要求⽔
準である「レベ
ル１」にそろえ
たチェックリス
トを⽤いて、⼯
場監査を⾏いま
す。

【B⼯場における⼯場実証監査】

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.
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「⼯場監査実証研究会」平成27年度の内容 ４

21Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

【C⼯場における⼯場実証監査】

FCP共通⼯場監
査項⽬第2版の
要求⽔準「レベ
ル１〜４」の
チェックリスト
を⽤いて、⼯場
監査を⾏います。

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.
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【募集】⾃主的なFCP共通⼯場監査項⽬の実証

22Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

 「⼯場監査実証研究会」の中での実証とは別に、⾃社⼯場の監査
にFCP共通⼯場監査項⽬を⾃主的に使⽤して、検証をしていただ
ける事業者様を募集します。FCP事務局にご連絡下さい。

 次⾴ツールをエクセルファイルやPDFでお渡しします。6⽉と12
⽉に⾃社の監査にご使⽤下さい。そのまま使ったり、カスタマイ
ズして使⽤いただき、7⽉と1⽉の農林⽔産省本省での⼯場監査実
証研究会で報告いただきます。

 ⼯場監査項⽬の修正点、監査時の使⽤⽅法の意⾒、2回⽬の⼯場
監査では「FCP共通⼯場監査項⽬」の使⽤により成果が上がった
のか、報告いただき、修正に反映させます。
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⾃主的なFCP共通⼯場監査項⽬の実証（ツール）

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

ツール 監査者用 担当者用

監査担当者が注意を払う監
査項目29項目 第2版 チェックリスト メモ欄入りチェックリスト

共通工場監査項目 第2版-
レベル１

チェックリスト メモ欄入りチェックリスト

共通工場監査項目 第2版-
レベル１～２

チェックリスト メモ欄入りチェックリスト

共通工場監査項目 第2版-
レベル１～４

チェックリスト メモ欄入りチェックリスト

共通工場監査項目 監査手
順書

監査手順書

このイメージは、現在表示できません。このイメージは、現在表示できません。
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「⼯場監査実証研究会」 スケジュール

Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.
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h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

（３）国際標準に関する勉強会

25Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.
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「国際標準に関する勉強会」の⽴ち上げの趣旨

26Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

１）⽴ち上げの趣旨

 ⾷品製造・流通のグローバル化が進展する中、輸出・国内取引等において⾷品
安全を確保するための共通の評価基準として、⾷品安全マネジメントシステム
の認証が求められる可能性が⾼まっています。

 こうした中、取引における要求をどう考えるのか、認証の現状をどう考えるの
か、多数のスキームの中からどのように⾃社に合ったスキームを選択するのか
（認証リテラシーの向上）、今後の戦略をどう考えるのか等について、情報共
有・意⾒交換をすることを⽬的として昨年に引き続き「国際標準に関する勉強
会」を⽴ち上げます。

 平成26 年（昨年）「⾷料産業における国際標準戦略検討会」を開催し、同年8 
⽉8 ⽇に公表された報告書の内容を具体化するため、「⾷品安全マネジメント
等推進に向けた準備委員会」を開催しており、具体化がすすんでいます。
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「国際標準に関する勉強会」の内容とテーマ案について

27Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

２）勉強会の内容
 ⽇本における⾷品に関する普及、評価、発信のあり⽅について検討します。
 主に現状の把握、具体的基準についての議論を実施します。
 勉強会は《農業》《⾷品製造》《外⾷》の業種毎に⾏い、必要に応じて専⾨の

講師に講演をいただきながら、グループディスカッションを実施します。

《農業》のテーマ案
〜農業⽣産⼯程管理（GAP : Good Agricultural Practice）についての現状と課題〜

• 「⽇本におけるＧＡＰの現状や、ＧＡＰ取得農場の取組の状況と課題について」
• 「⽇本発の国際的に通⽤する輸出⽤GAP策定に向けた検討会の進捗報告について」等

〜⾷品企業と産地連携〜
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「国際標準に関する勉強会」の内容とテーマ案について

28Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

《外⾷》のテーマ案 〜外⾷産業の衛⽣管理等についての現状と課題〜
• 「⽇本における外⾷産業に関する衛⽣管理の取組の現状と課題について」
• 「外⾷産業に係る国際標準をめぐる情勢について」等

《⾷品製造》のテーマ案

〜⾷品製造における⾷品安全マネジメントシステムについての現状と課題〜
• 「⾷品安全に係る国際標準をめぐる情勢について」
• 「中⼩規模事業者における⾷品安全マネジメント認証の取得状況及び活⽤⽅法」
• 「⽇本発のスキームを策定するため開催している準備委員会の進捗報告及び意⾒交換

等について」
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「国際標準に関する勉強会」 スケジュール

29Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.
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5/28(⽊)
予定

8/4(⽕)
予定
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memo
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（４）植物⼯場勉強会
（⺠間主体勉強会）
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植物⼯場勉強会の開催趣旨
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○ 近年、植物⼯場野菜（⼈⼯光栽培）の流通が少しずつ増えて
いますが、植物⼯場野菜の衛⽣管理・品質管理は、
⼀般の露地物の野菜のものとはその⽅法が異なります。
特に、サラダやサンドイッチなどの中⾷への使⽤では、
⽣野菜の安全性が重視されます。

○ 「植物⼯場勉強会」では、植物⼯場野菜の衛⽣管理・品質管理
の⽅法について確認し、意⾒交換をすることで、
植物⼯場野菜の品質管理のポイントを押さえ、それを取引先
や消費者に伝えていくための取組について⽰唆を得ることを
⽬的とします。
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植物⼯場勉強会の概要（予定）
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・第1回 : 植物⼯場での野菜栽培の仕組みと環境 6⽉12⽇(⾦)予定
・植物⼯場での野菜栽培⽅法とその取り巻く環境を把握する

・第2回 : ⾷品加⼯における植物⼯場野菜 8⽉予定
・中⾷出荷へ向けた植物⼯場の衛⽣管理・品質管理を知る

・第3回 : 植物⼯場のフィールドワーク 10⽉予定
・明治⼤学 植物⼯場基盤技術研究センター⾒学と講義により植物⼯場の知識を深める

・第4回 : 植物⼯場野菜に対する信頼確保のための課題 1⽉予定
・消費者から⾒た植物⼯場を整理し、⽣産者側が今後取り組むべき課題は何かをまとめる

レクチャー レクチャー
グループ

ディスカッション
休
憩

休
憩

オリ
エン

ま
と
め

ファシリテーター

○ 株式会社 アイ・エム・エー 代表取締役 池⽥ 弘（植物ＬＡＢＯ）
植物ＬＡＢＯは、２００７年にスタートさせた植物育成技術と植物工場で働く技術者を

育成する民間の教育機関
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植物⼯場を取り巻く事業者と主な管理ポイント
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消費者 ⽣産者

⾷品加⼯
事業者

⾷品販売
事業者

⾷品表⽰
クレーム処理

微⽣物管理
異物管理

⽣産オペレーション

施設管理
栽培管理
⽔質管理
物流管理
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勉強会のまとめイメージ
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・JＧＡＰ、ＨＡＣＣＰ、ＦＣＰ共通⼯場監査項⽬との
関連を考えながら、植物⼯場特有の品質管理ポイント
を整理する。

・植物⼯場野菜の品質管理を取引先や消費者に伝える
取組を考える。

・グループディスカッションで議論する。
・参加者が勉強会から得たものがあったかどうかを毎回調査する。

（必ずアンケートをとる）
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⺠間主体勉強会「ＦＣＰ植物⼯場勉強会」 スケジュールについて
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4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
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6/12(⾦)
予定
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３．FCP “ひろげる” 活動
（普及戦略・普及活動全般）
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これまでの活動を振り返って
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 ＦＣＰでは、平成20年の⽴ち上げ以来、研究会を開催し、協働の着眼点をは
じめとした各種ツールの作成に精⼒的に取り組んできました。その結果、
フードチェーンの各段階で活⽤可能なツールが完成しています。

 昨年に引き続き、ツールを作成するのみならず、それを“ひろげる”活動を⾏
います。ＦＣＰを“ひろげる”ためには、様々なステージで、様々なプレー
ヤーと連携した活動を⾏うことが鍵になると考えています。

連携連携 ＦＣＰ情報共有ネットワーク参加企業・団体ＦＣＰ情報共有ネットワーク参加企業・団体

つくる/みがく
（研究会・勉強会活動）

ひろげる
（普及戦略・普及活動全般）

⾷品事業者
普及促進

• 各種普及
プロジェクト

• ６次産業化
との連携

消費者
普及促進

• 各種イベント
への出展

• 消費者対話
実施

国際的な
発信・連携

・地⽅⾃治体
・⼤学等学術機関
・他省庁
・関連団体

農林⽔産省ＦＣＰ事務局

国際標準
勉強会

FCPつながる会議

毎回テーマを設定し、⾃由な
意⾒交換を⾏う場

地域
ブランチ

つながる
（交流・活動拡⼤）

企業⼒アップ
実証研究会

消費者対応
勉強会

標準化⼈材育成

・セミナー
・グループワーク
・ネットワーキング

プラス
・事業者による実践
・消費者とのコミュニケーション

植物⼯場
勉強会

ＦＣＰ活動
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“ひろげる”活動について（平成27年度に実施する活動例）
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 地域ブランチ活動
・地域でのＦＣＰ普及
・地場の⾷品産業の活性化につなげる活動

 ⾷品事業者の皆様への普及促進
・６次産業化と連携したＦＣＰ普及
・FCP教育プログラムの運⽤

 消費者の皆様への普及促進
・第10回⾷育推進合同⼤会での出展
・農林⽔産省主催の各種イベントでの展⽰

（⼦ども霞が関⾒学デー、消費者の部屋等）

 国際的な発信・連携
・ＦＣＰ活動の国際的な発信
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ＦＣＰ地域ブランチ
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“地域ブランチ”活動 平成27年度の⽅針

41Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

 これまで取り組んでいた地域以外にも拡げる
⇒平成26年度までに⽴ち上がっている既存の

１４県以外の新規地域ブランチ⽴ち上げを
働きかけていきます。

 効果的な取組みになるよう横の連携、情報共有を推進する
⇒ＦＣＰ事務局からご連絡した際に、具体的な

事例や取り組みの情報をお知らせください。
公表できる範囲で、情報共有させていただきます。
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“地域ブランチ”活動のパターン
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既存事業や協議会活動等への組み込み

セミナーの開催

研究会開催

総合展開 （研修会⇒商談会）
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ＦＣＰへの賛同表明（情報共有ネットワークへの参加！）

皆様の地域の課題に即して、どのようなＦＣＰを活⽤した取組を⾏うか、
ブランチの活動内容のご検討（農⽔省ＦＣＰ事務局もお⼿伝いします！）

状況に応じ、随時、農⽔省ＦＣＰ事務局と
相談して活動内容を⾒直し、着実なＦＣＰ活⽤推進

地域ブランチ⽴ち上げ

地域ブランチの活動計画を農⽔省ＦＣＰ事務局と共有

ＦＣＰ地域ブランチ⽴ち上げまでの⼿順（イメージ）

43Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.Copyright (C) 2014 MAFF All Rights Reserved.
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“地域ブランチ”活動について（平成27年度に実施する活動例）
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 既存地域ブランチへの対応
・すでに⽴ち上がっている１４県の地域ブランチについて取り組み内容の

共有や意⾒交換などを通じて継続した活動⽀援をしていきます。

 新規地域ブランチの⽴ち上げ
・昨年地域ブランチへ関⼼を⽰された県を中⼼に、地域ブランチ活動を

推奨し、新規地域ブランチとして⽴ち上げることを⽬指します。

 都道府県意⾒交換会
・都道府県意⾒交換会を２⽉末に予定しています。

各県の実施状況や好事例などの共有により次年度以降の
活動につなげていきます。

地域ブランチの成功には
アドバイザーの⽅々のご活躍が⽋かせません。

ぜひ、積極的な活動と情報提供をよろしくお願いします。

地域ブランチの成功には
アドバイザーの⽅々のご活躍が⽋かせません。

ぜひ、積極的な活動と情報提供をよろしくお願いします。
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４．FCP “つながる” 活動
（交流・活動拡⼤）
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「ＦＣＰつながる会議」について

46Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

 「ＦＣＰつながる会議」は、従来のプロジェクト活動では知り
合える機会が少ない⽅々がつながる場、交流の場として、平成
25年度に⽴ち上げた活動です。

 ＦＣＰ情報共有ネットワーク参加者も1,700企業・団体を越え
ましたが、新しく加⼊された⽅々、新しく参加される⽅々向け
に、１回完結で、消費者からの信頼確保や⾷品企業の取組み・
課題等について考え、情報共有・意⾒交換し「顔の⾒える」交
流・つながりを深め、お互い気付きを得、ひいては社内での活
動をしやすくすることを⽬的とします。

 これによりＦＣＰの活動の活性化を⽬指します。
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「ＦＣＰつながる会議」の進め⽅

47Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

（１）テーマは、以下のような⽬的でその都度設定します。
①会員同⼠の交流を広げる。
②ＦＣＰ活動を普及、または掘り下げる。
③⾷品事業者の課題についてトピック的にとり上げ、情報共有⼜は議論する。

＊ネットワーク参加企業・団体の皆様からのご提案・ご要望もいつでもお受
けしますのでご連絡ください。ただし実施についてはＦＣＰの⽬的や実現
可能性、実現による効果等を勘案して決定しますので、必ずしもご提案、
ご要望に添えないこともありますのでご了承ください。

（２）会議ではＦＣＰ事務局等からのリードオフの後、グループに分かれて、
テーマについてグループで議論し、発表し合うことを基本とします。
研修会形式をとることもあります。

（各回の具体的な進め⽅は回により異なります。）

（３）なお、議論に当たっては、個⼈として、⾃由な意⾒交換を⾏うことを
前提とします。
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「ＦＣＰつながる会議」 テーマ案

48Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

【第2回】
FCPの基本⽅針・活動・普及⽅策について
（10⽉予定）
参集範囲：ＦＣＰ会員全て ※近畿での開催を予定しています。

【第1回】
業種横断的コミュニケーションについて
（7⽉17⽇予定）
参集範囲：⼥性



h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

「ＦＣＰつながる会議」 スケジュールについて

49Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.
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５．その他

 FCP展⽰会・商談会シート

51Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.
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FCP展⽰会・商談会シートについて【資料５】
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最低ケース納品単位しかなかった項⽬を ⼀定期間当たりの最⼤・最
低ケース納品単位に変更しました
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FCP展⽰会・商談会シートについて【資料５】
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希望⼩売価格の表⽰の仕⽅を税抜、税込（税率を⼊れて⾃動計算）で
表⽰できるようにしました
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FCP展⽰会・商談会シートについて【資料５】
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⾷品表⽰法の変更に伴い、アレルギー表⽰を変更しました
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FCP展⽰会・商談会シートについて【資料５】
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http://www.food-communication-project.jp/result/index.html#01
FCPホームページからダウンロードできるように更新（４⽉２７⽇予定）
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 FCP研究会・勉強会の
参加登録について

56Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.
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FCP研究会・勉強会の参加登録について

資料６-1

 皆様の積極的なFCP研究会・勉強会のご登録をお待ちしております。資
料6-1の参加登録申込書に明記いただき、FAXかメールにてFCP事務局
まで送付して下さい。

 第1回⽬の各勉強会・研究会の参加登録も同時に始めます。資料6-2から
資料6-5までのそれぞれを確認いただき、5⽉15⽇(⾦)までにFAXかメー
ルにて送付して下さい。

57Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

資料６-2

資料６-3

資料６-4

資料６-5
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 平成２７年度FCP活動説明会
に関するご意⾒について

58Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.
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平成２７年度FCP活動説明会に関するご意⾒

59Copyright (C) 2015 MAFF All Rights Reserved.

本⽇は、FCP活動に関する説明会に出席いただき、ありがとうございました。

FCP活動説明会に関するご意⾒、FCPのツールやその他FCP全般に関するご意⾒
がありましたら、是⾮資料７にご記⼊いただき、FCP事務局に送付して下さい。
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 平成20年に発足したフード・コミュニケーション・プロジェクト(FCP)では、
FCP活動の考え方として、「FCP基本的な考え方」、「FCP基本理念」、「FCP行
動指針」を文章化し、掲げてまいりました。今回、内容を精査し、語句の整合性
をとり、より適切な表現を使用することで、FCP活動をより分かりやすく示して
いきたいと考えています。  

現在、ＦＣＰのホームページで示しているもの 

  ＦＣＰの副タイトル 

  「ＦＣＰの基本的な考え方」 

  「ＦＣＰ基本理念」 

  「ＦＣＰ行動指針」 
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食品事業者に対する、消費者の信頼向上を図る 
 
食品事業者が、自らの顧客ニーズを見極め、創意工夫を発揮してビジネスを展
開することを通じて、「食」に対する消費者の信頼向上を目指します。そして
食に携わる関係者がそれぞれの活動を展開することにより、意欲的な食品事業
者へメリットが還元され、その取組が持続的に充実・強化される姿を理想とし
ます。 

食品事業者のみなさんと作り上げるプロジェクト 

http://www.food-communication-project.jp/intro/index.htmlより 
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「食」への信頼、見える化計画 
FCPは、食品事業者、関連事業者、行政、消費者等の連携により消費者の

「食」に対する信頼の向上に取り組むプロジェクトです。 
「食」の供給に携わる食品事業者は、その社会的な使命として、消費者の

「食」に対する信頼の向上に取り組む必要があります。また、食品事業者を支え
る関連事業者等も、食品事業者の活動を通して、消費者の「食」に対する信頼向
上に関わることが大切です。 
食品が食卓に届くまでのフード・チェーンは長く、複雑で、一食品事業者や一

関連事業者等の個別の努力のみでは、消費者の「食」に対する信頼を高めていく
ことは困難です。さらに、信頼を高めるためには、事業者と消費者の相互理解と、
消費者からのアプローチも必要となります。 
このため、FCPは、立場の異なる食品事業者や関連事業者、そして消費者を結

び付ける共通言語である「協働の着眼点」を活用しつつ、事業者と消費者の対話
をベースとした協働の取組みを進めることで、フードチェーン全体において食品
事業者の取組みの「見える化」を進めていきます。 
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FCPに参加する者は、FCPの基本理念に則り、以下の行動指針を遵守するものとし
ます 
1.消費者の「食」に対する関心や期待に向き合い、「食」に対する信頼の向上に主
体的に取り組みます。 

2.消費者の「食」に対する信頼の向上という共通の目的のために、業種・業態等の
立場や利害の違いを超えた協働を進めます。 

3.協働による相乗効果を発揮するために、公平性、透明性を重視するとともに、多
様性を尊重し、お互いにとってより良い解(WIN-WINの関係)を探す姿勢を保ち
ます。 

4.「協働の着眼点」を、社内、事業者間、さらに、消費者とのコミュニケーション
のツールとして活用します。 

5.「協働の着眼点」の活用を拡大、発展させていくため、その活用に関する情報共
有や意見交換に努めます。 

6.法令を遵守することはもとより、「食」に関わる事業者としての社会的責任を意
識して行動します。 

7.「食」に対する信頼の向上を終わりのない挑戦と捉え、「協働の着眼点」の改善
に寄与するとともに、FCPの持続的発展に貢献します。 

5 
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